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　　愛
知
県
支
部

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
開
催

第
二
回
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
今
回
は
愛
知
県
支
部
の

担
当
で
、六
月
十
九
日
（
日
）

～
二
十
日
（
月
）
に
名
古
屋

城
の
目
の
前
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

名
古
屋
を
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
の
は
、
本
部

よ
り
相
澤
副
会
長
、
浜
松
支

部
（
二
名
）、
愛
知
県
豊
橋

支
部
（
五
名
）、
福
井
県
支

部
（
三
名
）、
愛
知
県
支
部

（
十
名
）。
会
議
の
前
に
本
部

相
澤
副
会
長
、
浜
松
支
部
山

口
支
部
長
、
愛
知
県
支
部
永

津
支
部
長
の
三
名
は
尾
張
徳

川
家
の
大
名
道
具
の
展
示
で

有
名
な
徳
川
美
術
館
へ
伝
来

の
道
具
類
の
鑑
賞
に
出
か
け

ま
し
た
。

会
議
は
午
後
四
時
か
ら
開

催
し
、
永
津
愛
知
県
支
部

長
の
司
会
に
よ
り
、
各
支

部
よ
り
先
に
提
出
さ
れ
て

い
た
議
題
で
一
番
多
か
っ

た
、
会
員
増
を
い
か
に
す
る

か
か
ら
始
ま
り
、
会
員
は

会
費
を
払
っ
て
い
る
だ
け
、

新
会
員
が
入
っ
て
も
そ
れ

だ
け
古
い
会
員
が
退
会
さ

れ
る
、
出
て
く
る
メ
ン
バ
ー

は
い
つ
も
同
じ
、
若
い
人

（
五
十
代
）
に
入
っ
て
も
ら

い
た
い
、
会
員
に
な
っ
て

も
ら
う
だ
け
の
表
彰
で
は

い
け
な
い
等
の
意
見
が
出

た
。そ

の
他
、
豊
橋
支
部
で
は

年
間
で
若
千
増
、
支
部
が

二
〇
一
四
年
春
季
善
行
表
彰

推
薦
し
た
豊
橋
工
業
高
校

は
、
そ
れ
が
新
聞
記
事
と
な

り
そ
の
縁
で
甲
子
園
選
抜
高

校
野
球
二
十
世
紀
枠
で
出
場

し
た
と
い
う
貴
重
な
意
見
の

発
表
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
支
部
で
の
ぼ
り
旗

を
作
成
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
折
鶴

配
布
し
て
い
る
（
福
井
県
支

部
）、
ゴ
ミ
拾
い
を
支
部
で

年
二
回
行
う
、
介
護
施
設
に

車
い
す
の
泥
お
と
し
の
た
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈
呈
、
震

災
後
熊
本
に
雑
巾
を
送
っ
た

（
浜
松
支
部
）
等
の
多
数
の

意
見
が
出
た
。

次
回
は
福
井
県
支
部
、

次
々
回
は
愛
知
県
豊
橋
支
部

で
開
催
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

に
永
津
愛
知
県
支
部
長
が 

就
任
す
る
こ
と
等
が
決
定
さ

れ
た
。

そ
の
後
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
支
部
の
現
状
等
多
数

の
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

翌
日
は
、

名
古
屋
城
に

ご
案
内
し
本

丸
御
殿
、
天

守
閣
等
の
見

学
を
し
た
の

ち
に
散
会
と

な
っ
た
。

会
員
の
声

　愛
知
県
美
浜
町

　
　
　
　
　酒
井

　昭
三

　
　
　（
愛
知
県
支
部
会
員
）

私
も
卒
寿
を
迎
え
家
内
も

米
寿
に
な
り
、
老
人
二
人
仲

よ
く
元
気
で
す
。
今
後
も

地
域
の
善
行
会
事
業
に
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

青
守
会
、
長
寿
会
、
村
を

よ
く
す
る
会
、
子
供
１
１
０

番
の
家
、
学
校
関
係
の
諸
事

業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
守
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
家
族
を
守
る
、
地
域

を
守
る
、
明
る
く
暮
ら
し
良

い
社
会
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
と
願
い
つ
つ
、
活
動
を
楽

し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。

　　東
京
都
渋
谷
区
支
部

第
十
八
回
渋
谷
区

支
部
総
会
開
催

六
月
十
八
日
渋
谷
区
代
々
木

全
理
連
ビ
ル
会
議
室
に
勝
野
、

高
田
両
副
会
長
を
お
迎
え
し

三
十
二
名
出
席
で
行
わ
れ
ま
し

た
、
両
副
会
長
と
山
下
常
務
理

事
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
来
賓
と

し
て
更
に
今
回
は
五
月
新
支
部

を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
台
東
区
支

部
よ
り
轟
豊
藏
支
部
長
は
じ
め

四
名
様
、
千
代
田
・
中
央
区
支

部
設
立
発
起
人
水
上
洋
一
様
、

品
川
区
支
部
設
立
発
起
人
水
上

久
忠
様
、
吉
田
あ
つ
こ
様
、
逗

子
・
鎌
倉
支
部
設
立
を
お
願
い

し
て
い
る
塔
本
邦
彦
様
、
特
別

来
賓
の
石
井
卓
男
様
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
代

表
の
轟
豊
藏
様
よ
り
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

第
一
部
は
法
政
大
学
藤
井

教
授
の
「
技
術
の
進
化
と
私

た
ち
の
未
来
」
そ
し
て
亜
細

亜
大
学
専
任
講
師
布
田
功
治

先
生
の
「
現
在
大
学
事
情
」

の
講
演
、
全
員
が
普
段
触
れ

る
事
の
な
い
未
来
科
学
と
大

学
の
様
子
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
と
大
満
足
の
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

続
い
て
浜
口
伊
久
雄
渋
谷

区
支
部
理
事
長
が
議
長
を
務

め
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
そ
の
後
懇
親
会
へ
と
続

き
特
製
お
弁
当
を
楽
し
み
な

が
ら
出
席
者
全
員
の
自
己
紹

介
が
行
わ

れ
和
や
か

な
雰
囲
気

の
中
総
会

は
お
開
き

に
な
り
ま

し
た
。

　　福
岡
県
北
九
州
支
部

表
彰
伝
達
式
の
開
催

日
本
善
行
会
北
九
州
支
部

は
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
表

彰
伝
達
式
を
開
催
し
た
。

一
月
五
日
、
行
橋
市
市
長

室
に
於
い
て
田
中
純
市
長
、

笹
山
忠
則
教
育
長
の
ご
出
席

を
頂
き
、
大
内
マ
ツ
ノ
様
、

長
野
繁
蜜
様
の
伝
達
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
伝
達
式

は
市
広
報
に
掲
載
さ
れ
日
本

善
行
会
の
紹
介
に
な
り
ま 

し
た
。

一
月
三
十

日
、
市
立

市
民
セ
ン

タ
ー
に
於

い
て
協
議

会
会
長
、
セ

ン
タ
ー
館

長
、
環
境
美

化
教
室
の
皆
様
の
参
加
の
も

と
河
村
英
子
様
の
伝
達
式
は

和
や
か
な
終
了
と
な
り
ま
し

た
。二

月
二
十
一
日
、
市
立
八

枝
小
学
校
体
育
館
に
於
い

て
八
枝
剣
道
少
年
団
の
伝

達
式
を
開
催
し
た
。
来
賓
祝

辞
、
日
本
善
行
会
活
動
に
対

す
る
敬
意
と
励
ま
し
の
言

葉
を
頂
い
た
。
剣
道
少
年
団

を
代
表
し
て
迫
田
幸
一
様

よ
り
お
礼
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
て
終
了
と
な
っ
た
。
今

回
三
会
場
で
の
伝
達
式
を

開
催
し
、
日
本
善
行
会
及
び

そ
の
活
動
の
一
端
を
多
く

の
人
達
に
紹
介
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　　福
岡
県
福
岡
支
部

平
成
二
十
八
年
度
福

岡
支
部
の
総
会
並

び
に
春
季
善
行
表

彰
伝
達
式
の
開
催

福
岡
支
部
で
は
総
会
並
び

に
春
季
善
行
表
彰
・
特
別
表

彰
の
伝
達
式
を
六
月
四
日
午

後
二
時
か
ら
太
宰
府
市
い
き

い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。

総
会
議
長
は
鳥
巣
支
部
長

が
努
め
、
全
て
の
審
議
事
案

が
承
認
さ
れ
総
会
は
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

引
き
続
き
春
季
・
特
別
善

行
表
彰
の
伝
達
式
を
行
っ
た
。

伝
達
式
で
は
、
鳥
巣
支
部
長

が
挨
拶
の
後
、
福
岡
支
部
顧

問
の
前
井
上
保
廣
太
宰
府
市

長
、
衆
議
院
議
員
原
田
義
昭

夫
人
に
ご
祝
辞
を
賜
り
、
日

本
善
行
会
藤
田
耕
三
会
長
等

の
祝
電
を
披
露
し
た
後
、
支

部
長
が
受
賞
者
一
人
ひ
と
り

に
表
彰
状
と
善
行
章
を
手
渡

し
た
。

記
念
写
真
撮
影
後
、
太
宰

府
市
所
在
の
ま
ほ
ろ
ば
の
里

「
大
蔵
」
で

祝
賀
会
を

行
い
会
員
・

受
賞
者
と

の
和
や
か

な
雰
囲
気

の
交
流
の

中
で
、
祝

賀
会
は
盛

会
裡
に
無

事
終
了
し

た
。

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
会
だ
よ
り

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
は

十
一
月
四
日
（
金
）
に
「
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
と
浅
草
巡
り
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

先
着
四
十
名
で
す
が
、
多

数
の
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
所
属
支

部
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望
デ
ッ

キ
、
東
京
そ
ら
町
散
策
、
浅

草
で
の
昼
食
、
浅
草
寺
参
詣

等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
会
員

の
皆
様
は
各
支
部
支
部
長
あ

て
お
申
込
み
下
さ
い
。

　　群
馬
県
前
橋
支
部

早
朝
清
掃
奉
仕

で
爽
快
な
一
日

の
ス
タ
ー
ト
と

定
時
総
会
の
開
催

過
日
、
四
月
二
十
九
日

（
み
ど
り
の
日
）
恒
例
の
清

掃
奉
仕
活
動
を
地
元
、
前
橋

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
前

橋
共
愛
学
園
高
校
の
女
生
徒

皆
様
と
支
部
有
志
の
会
員
た

ち
、
総
勢
八
十
四
名
で
開
催

し
ま
し
た
。（
別
添
写
真
）

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
先

ず
は
ラ
ジ

オ
体
操
で

体
調
を
整

え
開
始
、

最
近
は
公

共
施
設
で

の
市
民
の

公
徳
心
が

表
れ
て
一

時
よ
り
ゴ

ミ
の
不
法

投
棄
、
ポ
イ
捨
て
も
無
く
な

り
集
め
た
ゴ
ミ
も
少
な
く
気

負
い
乍
ら
も
参
加
者
一
同
和

気
あ
い
あ
い
と
さ
わ
や
か
な

一
日
の
ス
タ
ー
ト
が
出
来
ま

し
た
。

ま
た
、
六
月
二
十
五
日

土
曜
日
に
は
当
支
部
平
成

二
十
八
年
度
総
会
を
開
催
し

当
初
予
定
し
た
二
十
七
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、

二
十
八
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
案
な
ど
諸
議
題
を
承

認
可
決
頂
き
、
来
年
度
は
当

支
部
設
立
二
十
週
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
準
備
委
員
会
発

足
を
承
認
頂
き
そ
の
準
備
に

胎
動
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

終
了
後
、

同
会
場
に
て

総
勢
五
十
一

名
に
て
懇
親

会
を
開
催
し

和
や
か
な
内

に
終
了
し
ま

し
た
。

「
第
五
回
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
会
」
及

び
「
第
四
回
八
〇
年
の

あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」

第
五
回
の
「
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
準

備
委
員
会
」
及
び
「
第
四
回

八
〇
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員

会
」
が
、
八
月
二
十
九
日
に

開
催
さ
れ
た
。

「
準
備
委
員
会
」
で
は
、
記

念
品
を
男
性
は
ネ
ク
タ
イ
、

女
性
は
ス
カ
ー
フ
と
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
ほ
か
記
念

式
典
、
祝
賀
会
の
来
賓
や
感

謝
状
贈
呈
対
象
者
等
そ
の
内

容
、
今
後
の
段
取
り
等
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、「
あ
ゆ
み
編
集
委
員

会
」
で
は
、「
八
十
年
の
あ
ゆ

み
」
に
つ
い
て
、
前
回
の
委

員
会
で
決
定
さ
れ
た
ハ
ー
ド

カ
バ
ー
を
や
め
る
こ
と
な
ど

が
決
定
さ
れ
た
。

次
回
の
両
委
員
会
は
、
九
月

一
六
日
の
全
国
支
部
長
会
議

の
あ
と
常
務
理
事
会
と
併
せ

て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

広
島
の
折
鶴

　羽
ば
た
け

　世
の
平
和

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
オ
バ
マ
大
統
領
も
折
鶴
を
折
っ
て
い
た
写
真
と
記
事
が
、
新
聞
に

載
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
広
島
の
折
鶴
が
世
界
中
に
舞
っ
て
い
く
日
は

い
つ
で
し
ょ
う
か
。

○

社
会
人

　家
族
の
絆

　忘
れ
ず
に群

馬
県

横
江

　
　勇

評
／
本
当
で
す
ね
。
家
族
愛
、
家
庭
の
和
が
、
今
ほ
ど
必
要
な
時
代
は

な
い
で
す
ね
。

○

善
行
は

　人
の
心
に

　沁
み
る
愛

東
京
都

松
田
多
恵
子

評
／
原
句
は
「
浸
み
る
愛
」
で
し
た
が
、「
沁
み
る
」
の
方
が
い
い
か
な
。

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　し
て
い
る
う
ち
に

　こ
の
元
気

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
正
直
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
病
み
付
き
に
な
り
ま
す
ね
。
他
人
の
た

め
に
励
む
自
ら
の
行
為
が
、
こ
ん
な
に
爽
や
か
な
気
分
に
さ
せ
て
く

れ
る
の
か
。
こ
れ
こ
そ
元
気
の
素
で
す
ね
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き




